












































































































































































































































































































































































































































































































































































dlog(R【+,(V,)｝(ﾊ ﾆﾆl-LLL＝’十伽 dbvt 
l〔ﾉﾉ(,-1(v()＝ｌ＋ R(},い'(）（(y（
[Rt十,((yt)ｌＲｔ+](yt)>0 ＝’十淵g('())=/(()) 
（１０）式より右辺は正である。したがって（14）
式のｲｶﾞ辺却｝２項は
lir川蠣|鶚|の，
“１７ﾊＭｇ(叶鶚牒脾，
－脚''･關(Ｍ１器Ⅱル
ーHrﾊM･蔭(△i｢蓋i;｣)小
（12）式より右辺第２項はＯであるから，（14）
式は
〃(γイー,）
－１川,卿jIogI川,）
＋[/6(+,(),!)]MW-Iog(ﾉ(ＷＶ）（15） 
である。
Ｗ=A(Ｖ）がili調で一価の変換であるならば，
Ｗのエントロピーは
Ｈ(Ｗ） 
－-'二Ｍ｡麿圏("M"，
-rと|川|淵ﾙ償し(嘘)|器|ﾄﾙ’
一ⅣＭＭＩ二川･gl器|`‘
="(w'二〃)'噸|淵`，
となる。'iz7）
上式を本論に||lいよう。確率変数Ｘ,とＸ,＋，
の関係は（８）式から
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l(）述続確率変数をlI1いたエントロピーｌＩｉ人化によるペキリビ'''1(ﾉ)成立糸Ⅱ：
Ｗｆ１もlになる｡
次に，卜ＩＨｌＩｒｊが変化しないﾉWI7＝ｌのケース
を勝えてみよう。この場合には，ここで定施した
lIl対１１()な規模ではなく，絶外ｌｉ１Ｖな規棋にドｌｌｌが存
/I;するケースである。
（１２）式は
となる，
l1Irlll1経過とともにエントロピーが１W大していく
ためには，（15）〕(の右辺第２jriと第３１１，(をあわ
せた(111がプラスになればよい。すなわち
ｌ”jＭい,）
＋[/((+](y,】'Myl-Iog(/WyV)＞(）（I(i）
である。/l：辺第ｌｊＹｉは，「(変化|汁率)＋(変化Wf率
のIlJiさ)」のネル雁平均にたいし，対数をとつ/こＩＩ１ｉ
である。このIilllが~|（'！((１．の変化１１ﾔ率よりも人さけ
ればエントロピーが｣Ｗ<する。
１７'｡g'ＭＩＭ(v腓Ⅲ (17） 
となる。
｜《|l(が存1('1;するケースとしてはＧＹｌ１〕aix（1999）
が,i腿論をしている。ただし，幾Iiilブラウン巡肋を
川いてモデルをiMi築しているので，標ｲﾊﾟ絲賂はい
たるところ微分可能ではない。したがって本稿の
論'''1には翻訳しにくい＝〔lal),,ｉｘのモデルを離れ
て本稿の場合で考えれば．ＩＭＩ々の変化倍率がｌに
近い収束同iiiが想定される。
③の「(変化ＩｉＹ率)＋(変化陪率のlbiiき)」のIIlllr
Wflがド限仙の変化倍率より大きければエントロ
ピーが1W犬するという具１Ｍ(lな状況を芹えてみよ
う。ノ<'１Ｗ＝ｌの場合がよりjli純なので，このケー
スをみる。（16）式は
［７１ペキ乗則の生じる条件
ｕＩさのことをまとめると，ベキ乗１１'１がＪｌｉじるた
めには
①（１０）ユい規棋の順位が変化しないこと
②（１２）式：'１１対変化倍率のｌｉＩｌＩＥ平均が｜にな
ること
③（１６）式：「(変化倍率)＋(変化倍率のlljlさ)」
のIIlllii平均＞ド|川直の変化Wf率
が満たされることが必嘆である。
ただし小論では．連続的確率座数が|け'''１絲過に
よっても述続｢l()確率変数としてｌＩＩｉＩ＄するとIiillh1し
て論１１１１を組み立てている。それゆえ，①＃11↓!(ﾉ)111(ｉ
位が変化しないという条件が必班である，このよ
うな状況は実際の場|iiiでは最終ＩＩ１ｊｍｉにおい-ｃＩＩｉじ
うろと芹えられる。したがって，ここでの必班茉
Ｉ１:はダイナミックに順位が変化1-る初191のDJ蚊で
はなく，ペキ乗１１'|が｣|：成しつつある最終Iii)1ｍにお
ける糸｢ﾄと想定した万がよい。
②の'１|ﾙ|変化IlIf率のｲ11乗平均がＩという状況o）
其(,|(的なケースを考えてみよう。たとえばB1Ira‐
Msi〔､1811．（1999）が前提している場合である。
新たに'ソェプに参Dl1-J-る者が既ｲﾄﾞのどのウェプペー
ジにljf統するかという問題である。Ｂ【wa1)nsiI1l
lh１．は，ＩｌＡｌ々のウェブページに}}〔られているリン
クliI(に比例して接続するという仮定をもうけ/こ。
この場合，本碕の論I1l1に潮訳すｵlば，１Ｍ々の座化
Ｗｆ率がすべて等しいということになる。１<ＩＵＩＩ１ｌｌｉの
変化IlPf率も|可様に等しいので，ⅢＩ々の'11ｽﾞ､Mlf化|冊
率はｌとなる。したがって．’11吋変化倍率の'''１１〔
|i弘'１M川吻ⅢⅢＭ)（'8１
となる。
／(,１１()')は'１$点ｔにおける側』模に１１A付る蛮化ｌ１ｆｆ
率のl1U数である。したがって変化倍率のliJiきとは，
ｌ１ｉｌ・llIr点でH1樅が変化したとき変化併率がどのよ
うに典化するかを表す。変化Ｉｌｆｆ率のⅡ|唯14均が，
であ(〕，かつ，「(変化倍率)＋(変化倍率のＩＮＩき)」
の'１|】|［｣ﾄﾞ均が１以上という条件から，座化wIf率の
(ＩＪＩきが全般的にプラスということが想定される．
ということは，規摸が大きいほど変化|冴率もプラ
スに入きい。すなわち，規模が大きいものはより
ﾉ<きくなる。Ｙ１ｌｌｃ過程をⅢいたモデルでジブラ
１人||'|が成り立つ場合に，そのようなことが筒えた。
そのような状況が③の具体的なケースとして想定
される。
もＩ)ろん，ベキ乗１１１１がｌｊｋｌ>:-ﾘｰる収束hijiiIiではエ
ン|､'］ピーがＩ１１人になっているので，すべての変
化はhiIill:し，変化倍率はＩになる。したがって変
化|/イネの傾きは()になる。そのとき（,8）式は
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経営/ど林節43巻３号2006年10月1１
となる。
期待値〃(Ｘ）が下限ｒＬより１分大きければ，
βはｌに近くなりジップ則がなりたつ。
(１７）式とlTilじものになる。
［８】ジップ則の成立条件'辰制’
ベキ乗係数βがＩになる条件を考察しよう。こ
の'M1題では変数ｘの他は正であることを前提に
している。連続(l(1確率変数で近似したとき，Ｘ
の他は限りなく０に近いものまで範llllにしていた。
しかし実際には，Ｘの下限は０よりは大きな値
である。その1〈|Ⅱ(をｒＬとしよう。
Ｙ＝ｌＯｇｘであるから，下限に対応するＹの
([,liはルーIogrLになる。Ｙは指数分１１丁をする。範
１１１１は０以上としていたが，実際には.vL以上にな
る。したがって（５）式の確率密腿'1M数は
ｇ(y)＝βｅ－ｌｌ(v-JyL)。）,二),Ｌ
本稿の三i：要(Ⅱ分を国友直人・jII京大学経済学Kll
教授に検討していただきました。謝意を表します。
もちろん誤()があればすべて兼行の責任です。
〔注〕
（１）ここでの議論klNewmaIl（2005）ｐ」3を参１１(（
している
（２）ｌ(ezal).280,Johnsonl)」３（Lcllnma1.2）
（３）杉illil〕､351
（４）杉illip､290
（５）杉illilL227定理4.2
（６）杉illiI).357定理17.9
（７）以上の計卵はRezaI).273
（８）Gal)aix（1999）の考えﾉﾉによる。
となる。（２）式のベキ乗)1'１の関係になおすと
（x臺延１－㈲~蝋…‘
これは(1)式において(I=はﾉ)βとおいたもの
になる。
（４）式に対応するＸの確率密KIIlU数は
／(r)=β(虻L)ｌｊｒ－(β'1),ｴﾆdrL
になる。
Ｘの期待値を計算しよう。
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